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70 経済理論　357号　2010年 9 月
奏上せん，と（『大明神宗範天合道哲肅敦簡光文章武安仁止孝顯皇帝實錄』
卷之二百八十九・「萬曆二十三年九月乙酉」条」）。
　なお，于愼行（字は可遠・無垢，号は榖城。山東東阿の人。隆慶二年戊辰科
（一五六八）二甲六十一名の進士）の撰した范謙の墓誌銘には，
提調官に𡚖充せられし時，方に正史を修めんとす。公（范謙）　副總裁と爲り，
「建文本紀」を纂し，其の年號を復せんことを樽う。上（神宗萬曆帝）　其
の議を是とし史籏に下す（『榖城山館文集』卷二十四・四葉・「明故資政大
夫禮部尚書兼彊林院學士贈太子少保范文恪公合葬墓誌銘」）。
とある。「国史」を編纂するにあたって副總裁となり，「建文本紀」をまとめ，「建
文」の年号を復活するよう願い出て，神宗萬曆帝がその提案をよしとして，史
館に命じたというのである。
　これらの提案の結果，『實錄』にはつぎのように記される。
詔もて建文の事蹟を以て太祖高皇帝の末に附して，其の年號を存す（『大
明神宗範天合道哲肅敦簡光文章武安仁止孝顯皇帝實錄』卷之二百八十九・
「萬曆二十三年九月乙酉」条」）。
　また，『明史』神宗本紀によると，
［二十三年九月］乙酉（十六日），詔もて建文の年號を復す（『明史』卷
二十・本紀第二十・神宗一）。
とある。
 （つづく）
　　　　　　　
